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南 風 №14
本日、子どもたちは各学年の教育課程を修了しました。通知表「そだち」には、その証として修了証が入っています。

学校教育目標である「志と思いやりの心をもち，意欲的に学ぶ自己肯定感の高い南風の子の育成」の実現に向けて、今年度は、
「志を立て，挑戦（ﾁｬﾚﾝｼﾞ）し続ける子どもの育成」を重点目標に掲げて教育活動にあたってまいりました。１年間、本校教育活
動に対し，保護者の皆様、地域の皆様には、御理解と御協力を賜りまして、心より感謝申し上げます。子どもを対象とした「南風
の子アンケート」や保護者を対象とした「学校運営に関するアンケート」の結果を受けて、今年度の教育活動の成果と課題を明確
にし、改善を図っていきたいと考えています。 来年度も、「全職員で子どもを育てる」ことを柱に教育活動にあたります。どう
ぞよろしくお願いいたします。

令和３年度の行事予定はＨＰに掲載中！
令和３年度の行事予定は，南風小学校のホームページ上で確認し
ていただけます。来年度も感染拡大防止対策は引き続き行っていく
ため，状況によっては，行事等の変更もあるかもしれません。その際
は，学校通信等でお知らせをしていきます。

新年度のスタートは，４月７日です。8:20始業となります。

朝は、旧学年の教室に登校します。
８：２０～ 朝の会
８：３０～ １校時 学級指導（学級発表、教室移動）
９：３０～ ２校時 離赴任職員紹介、始業式（テレビ放送）
１０：１０～ ３校時 学級活動
１０：５５～ 帰りの会 ※最終下校は１１：１０

児童の登校に係るアンケート調査結果

令和２年度の子どもの育ち ～南風の子アンケートの結果から～

思いやりの心 意欲的に学ぶ 自己肯定感

■協力し合ったり、ささえ合ったり
することはできていますか。

■自分の考えをしっかりとつくったり
すすんで発表したりしていますか。

■自分にはよいところがあると思いま
すか。またそのよいところを伸ばそ
うとしていますか。

感染拡大防止対策の成果学校運営に関するアンケートにおける自由記述の内容

４ している ３ だいたいしている ２ あまりしていない １ していない

２月末から３月初めまで回答していただいた学校運営に関するアンケートへの御協力ありがとうご
ざいました。自由記述欄には、「先生方の熱心な姿勢に大変感謝しております。」など、たくさんの温
かいお言葉、励ましのお言葉をいただくと共に、今後、検討する必要がある件について御意見をいた
だきました。そのうち、皆様と共有しておきたい点について、掲載させていただきます。
○マスクは、しなくていいなら外すべき。免疫力の低下やコミュニケーション能力の低下を招く。規律
の正しさより楽しさである。
→感染症が終息するまでは、マスクの着用や手洗いの徹底は継続したいと考えています。表情が
見えにくく、コミュニケーション能力の低下は私どもも心配しているところです。コロナ禍において
も、子どもたち同士が交流できるよう、教育活動を工夫していきたいと思います。

○自転車に乗っている小学生のマナーが悪い。坂道を猛スピードで降りる，急にとびだす，ヘルメット
未着用など，危険である。学校で指導してもらいたい。
→交通安全教室によって、毎年３年生を中心に指導しています。継続した指導をしていきます。
○図書の貸し出しをして欲しい。貸し出しがあっていないため，本を読む機会が減った。
→図書の貸し出しは、行っていますが持ち帰ることをしておりません。学校で、読書タイムや授業中の読書の時
間に読書に親しむようにしています。来年度の持ち帰りについては，４月に改めてお知らせします。

○オンライン授業の環境を整えて欲しい。
→現在、準備を整えているところです。今後、さらなる準備を進めてまいります。

今年度は，子どもたちと共に、感染防
止対策に取り組んだこともあり、昨年に
比べて欠席者数が激減しています。
年間のうち最も欠席が多くなる時期の

数が次の通りでした。
〔１２月～２月の欠席者数〕
令和元年度 898人(ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ131人)
令和２年度 438人(ｲﾝﾌﾙｴﾝｻﾞ 0人)
マスクや手洗い、毎朝の検温等、保護

者の皆様の御協力に感謝申し上げます。
春休みも，体調を崩
すことなく元気に過
ごしてくれることを
願っています。

2月12日付けのお便りで「児童の登校に係るアンケート
調査」への協力依頼をしたところ、360人の回答が得られ
ました。グラフのような回答で，記述欄にもたくさんの御
意見が寄せられ，保護者
の皆様のお考えを把握す
ることができました。御
協力いただきましたこと
に御礼申し上げます。あ
りがとうございました。
来年度については、いた
だいた御意見をもとに運
営等を改善し、お知らせ
したとおり期間を決めた上で集団登校を実施いたします。
記述欄の内容の全てをお示しすることはできませんが、

主に次のような御意見がありましたことを報告いたします
【必要だ】の理由
・上級生が見守ってくれるから安心。安全確保ができる。
・低学年は一人で行かせるのは不安。
・近所の子どもたちと縦の関係ができる。
・自主登校だと，仲の良い子と行くため，密になっている
状況がある。

・集団登校の方が，旗当番がやりやすい。
【必要ではない】の理由
・上級生がいない班は，登校ルールが共有できていない。
・自主性や自立性を育てるためにも自主登校がよい。
・班によってはトラブルがあって，１年間一緒にいくこと
になるのは負担が大きい。

・決められたメンバーで毎日行くことが，つまらない様子。
楽しく行ってほしい。学校に行きたくない要因になる。

【どちらでもない】の理由
・どちらにも上記のようなメリット，デメリットがある。
・集団登校は安心だが，下級生の指導に悩んでいる。

４と回答した子どもが４割に留まって
います。自信を
もって自分の考
えを表現できる
よう授業づくり
を工夫していき
ます。

自己肯定感は，自分を丸ごと受容する
感情をいいますが，まずは，自分のよ
いところが，言えることを
大切にしたいと思っていま
す。一緒に「そだち」を
を見ながら，頑張りを
誉めてあげてください。

肯定的にとらえている子どもが約９割に
達しており良好で
す。今後も協働す
る活動やみんなで
困難を乗り越える
活動を意図的に仕
組んでいきます。


